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論点No.100

重大事故対策 －事故発生時の具体的な対応手順及び操作に要する時間－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第20回ワーキング
（2022.2.21）で議論

有効性の評価においては、設備の仕様・
能力だけでなく、設備までの要員の移動
や、操作に必要な時間も考慮しているこ
と、それらの時間は、実動訓練結果など
に基づき設定していることなどを確認。

新たに設置する設備が重大事故対策とし
て有効かどうかを評価する際、設備の操
作などに要する時間も考慮しているのか。

○重大事故等対策の有効性評価

○有効性評価の具体例（操作時間及び要員数の積み上げ）

有効性評価におけるタイムチャートの例

• 新たな安全対策として整備する設備・手順・体制が対策として有効
であり、炉心損傷や格納容器破損等を防止することで周辺環境・公
衆への影響を抑制できることを計算シミュレーションにより確認

• 発電所で起こり得る重大事故に至るおそれのある事象を網羅的に想
定し、その中から事象の厳しさ（対処に時間的余裕がない、多くの
設備容量を要する）などの観点で評価の代表となる事象を複数選定

• 選定した事象に対して、整備する設備・手順・体制を考慮した計算
シミュレーションを行い、以下の評価ポイントを確認

評価ポイント

計算結果が、炉心・格納容器・燃料体等が健全であると判断される基準を

満足すること（例：炉心損傷防止：燃料被覆管の最高温度≦1,200℃ 等

設備容量・手順が事象緩和に対して有効なものであること

水源・燃料油・電源の容量が事象緩和に必要な量確保されていること

要員・体制が事象緩和対策を行う上で有効に構成されていること

• 選定した代表事象ごとに、対策に必要な操作について、必要な操作時間や要員を
積み上げることにより、対応可能であることを確認

• 要員の移動や操作等の所要時間は、実動訓練の確認結果を反映して設定

• 継続的に訓練を実施し、所定の時間で事故対応が可能であることを確認していく。

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html


有効性評価におけるタイムチャートの例（拡大）


